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③ 成果を意識した地方道路整備臨時交付金制度の運用 

・ 平成16年度より、地方道路整備臨時交付金制度について、審査の中心を個別事業内容の事前

審査からパッケージの目標達成度に対する事後審査へ転換するとともに、個別事業への配分

を地方の裁量に委ねる目標達成型を導入した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 地方道路整備臨時交付金の道路整備パッケージについて、平成17年度末までの中間評価を平成

17年度以降に実施することとしている。 

 

 

目標達成型の道路整備パッケージ数 

：416（平成 16 年度）

○具体例 

【対象エリアの課題】高速道路や新幹線を跨ぐ橋梁の耐

震補強 

【事 業 効 果】地震発生時の落橋を防ぎ高速道路

や新幹線の二次的被害を回避 

【パッケージの目標】跨線橋・跨道橋の耐震対策達成率 

目標値（100%） 

対象エリア内の耐震補強必要橋梁数 112 橋のう

ち、残る 53 橋梁について、平成 16 年度～平成

17 年度に対策を実施 図６ 道路整備パッケージの例 

【パッケージ】
東名及び新幹線の安全確保を図る跨道橋、跨線橋耐震対策整備

対象エリアは東名高速道路
と東海道新幹線を含む範囲

【パッケージ】
東名及び新幹線の安全確保を図る跨道橋、跨線橋耐震対策整備

対象エリアは東名高速道路
と東海道新幹線を含む範囲

東名及び新幹線の安全確保を図る
跨道橋、跨線橋耐震対策整備


